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　今回この旅を終えてみて、当初は本に残そうという気持ちはなかったのですが、「思い出は形に残さないと消えていってしまう」ので、少し遅くなりましたが書面に残すことを決意しました。

　旅行前に私が立てた目標である下記項目の中の、１から４に関しては達成できたと思っているのですが、５の項目に関しては達成できませんでした。

　　　

　　　１，無傷で旅を無事に終えること。

　　　２，世界のダイビングスポットとして知られている世界中の海　　

　　　　　に潜ること。

　　　３，世界中の世界遺産を見て回ること。

　　　４，様々な風景を写真に収めること。

　　　５，旅行費用を予算内で抑えること。

　旅行費用の予算は１ヶ月あたり１０万円でした。しかしふたを開けてみると

　　　

　　　３月　約１２６、０００円

　　　４月　約１１７、０００円
　　　５月　約１３５，０００円　

　　　６月　約１３０，０００円

　　　７月　約１１８，０００円

　　　８月　約１４５，０００円

　　　９月　約１９９，０００円（１０月５日迄の分も含む）

という結果でした。これは為替の変動等もあったので仕方がないといえば仕方がないのですが…どの月もかなりオーバーしてしまっているので、自分の読みの甘さは否定できないのですが…まあめったにできない経験なので多少の予算オーバーは目をつむらないといけないでしょう。何はともあれこんなにも素晴らしい経験ができたことに満足しています。

　今回の旅において、あえて訪問しなかった国もありました。それは今度ヨットで自然を相手にして世界一周をしてみようと思っているため、その時のためにとっておきたかったからです。

　今回は「人間」相手の旅でしたが、今度は全く異なる「自然」を相手として戦ってみようと思っています。すぐに行こうとは思っていませんが、常にその意識を持ちながら生活をしていくつもりです。

　今回の旅において使用したガイドブックは２種類で、それぞれ一長一短がありますので、その特徴に応じて使い分けていました。

　時間がふんだんにある人であれば、ガイドブック無しで回るのも面白いと思うのですが、私の場合には限られた時間の中で、移動移動の繰り返しだったためにガイドブックは必需品でした。

　まず１つ目は本文中にも出てきました「Ｌｏｎｅｌｙ　ｐｌａｎｅｔ」（ロンリープラネット）略してロンプラです。このガイドブックは世界中の旅行者にとってバイブル的存在の本で、驚くほど詳細に旅の情報を載せています。特に安宿情報や、レストラン情報、そして国境の越え方、通常の本では載っていないようなへんぴな片田舎の町の情報などは重宝すること間違い無しです。宿の情報に関しては日本のガイドブック（地球の歩き方）の倍以上載っているのではないでしょうか。ただし宿の写真は一切載っていませんが…。

　ほとんどの先進国の旅行者はこの本を利用しています。

　英語版の他にも、スペイン語版、フランス語版などが発刊されており、日本においても、つい最近ニューヨーク編、パリ編、ハワイ編、南仏編が発刊されており、今後も新たに発刊されるものと思われます。

　ホームページアドレスは

　　　　　http://www.lonelyplanet.com（英語版）

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/books/lplanet/index.html　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本語版） 

となっています。

　私はロンプラを６冊使用しました。

　①Ｔａｈｉｔｉ＆Ｆｒｅｎｃｈ　Ｐｏｌｙｎｅｓｉａ

　②Ｐａｐｕａ　Ｎｅｗ　Ｇｕｉｎｅａ

　③Ｍｅｄｉｔｅｒｒａｎｅａｎ　Ｅｕｒｏｐｅ

　④Ｓｏｕｔｈ　Ａｍｅｒｉｃａ　ｏｎ　ａ　Ｓｈｏｅｓｔｒｉｎｇ

　⑤Ａｌａｓｋａ

　⑥Ａｕｓｔｒａｌｉａ

以上６冊で、特に③と④は複数の国が載っているため、じっくりと時間をかけずに通り過ぎるような場合などには重宝しました。

　これらの英語版のガイドブックと共に、日本語のガイドブック「地球の歩き方」も使用していました。

　「地球の歩き方」と「ロンリープラネット」との大きな違いは、「地球の歩き方」はふんだんに写真を使っており「ロンリープラネット」はほとんど写真を使っていない点でしょう。しかし反対に、情報量としては「ロンプラ」の圧勝です。まあ写真が載っていないので想像力を働かせないといけないのですが…。

　私が使用した「地球の歩き方」は

　①インド編

　②ネパール編

　③中国編

　④モロッコ編

　⑤エジプト編

　⑥イスラエル編

　⑦ギリシャと地中海の島々編

　⑧トルコ編

　⑨ロシア編

　⑩ニューヨーク編

　⑪アルゼンチン＆チリ（パタゴニア）編

　⑫メキシコ編

　⑬中米編

　⑭カナダ西部編

　⑮アラスカ編

　⑯アメリカ西部編

となっています。こうして振り返ると多くのガイドブックを使用したものです。しかし本文中に記したとおりに、これらの本を常に持ち歩いていたわけではないので特に負担にはなりませんでした。

　宿探しに関しては、ガイドブックで探してももちろん構いませんし、先進国以外の国であれば駅やバスターミナルにはたいがい宿の客引きが数名来ているので、彼らと交渉をして連れていってもらうのも楽でいいかもしれません。

　どの町にも安宿街があるのでたとえ宿が満室でも、歩いて探せばすぐに見つけられるでしょうし、夜遅い時間に到着する場合には多少金額の高い宿に泊まる方が疲れも取れていいと思います。安全はある程度であればお金で買えますから…。

　

　今後もさらに情報技術をはじめとして、様々な技術の発達で世界が小さく、狭くなってくると思います。

　携帯電話も近々世界中で使えるようになるでしょうし、日本語でそれらの端末を通じて現地の交通事情や、観光地情報、治安情報なども入手できるようになることでしょう。

　それを考えてみると、私が訪れるよりも前に世界中を回っていた人達は、私の何倍もタフな精神を持っている人だと感心させられます。

　

　いくらグローバル化が進もうとも、世界には様々な文化、宗教、人種、自然、遺産、食文化が存在し続けることでしょう。それらをより身近に感じるために、パッケージツアーに参加するのではなく現地の住民が利用している公共交通機関、食堂を利用してみてください。

　この世界一豊かな国、日本では見ることのできない、感じることのできない異次元の世界が地球上には無数に散らばっています。ぜひその世界に目を向けてみて下さい。

　この本がそのわずかなきっかけになってくれることを祈ってあとがきとさせていただきます。

　

　　　　２００３年　９月　　　　　　　　　　　越智　菊男
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